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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年9月22日(2011.9.22)

【公開番号】特開2010-172448(P2010-172448A)
【公開日】平成22年8月12日(2010.8.12)
【年通号数】公開・登録公報2010-032
【出願番号】特願2009-17653(P2009-17653)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  69/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ  69/00    ５１５Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月2日(2011.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明に係る弓道練習用具は、弓体と、前記弓体の上端部に一端を連結された第１引張
り弾性部材と、前記弓体の下端部に一端を連結された第２引張り弾性部材と、前記第１引
張り弾性部材の他端と前記第２引張り弾性部材の他端とに連結された弦材と、を備え、前
記第１引張り弾性部材、前記弦材および前記第２引張り弾性部材からなる弦は、張力を付
与した状態で前記弓体の上端部と下端部との間に張り渡されており、一方の手で前記弓体
の握り部を押し出すとともに他方の手で前記弦材を引くことにより、前記第１引張り弾性
部材および前記第２引張り弾性部材を伸長させて引き分けた状態にすることを特徴とする
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明に係る弓道練習用具は、弓体と、前記弓体の上端部に一端を連結された引張り弾
性部材と、前記弓体の下端部と前記引張り弾性部材の他端とに連結された弦材と、を備え
、前記引張り弾性部材および前記弦材からなる弦は、張力を付与した状態で前記弓体の上
端部と下端部との間に張り渡されており、一方の手で前記弓体の握り部を押し出すととも
に他方の手で前記弦材を引くことにより、前記引張り弾性部材を伸長させて引き分けた状
態にすることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　次に、上アーム１４の上端部と下アーム１６の下端部との間に張り渡される弦１３０に
ついて説明する。第１アーム１４の先端部（図示の上端部）には、紐状またはロープ状の
ゴム状弾性材で構成された伸縮可能な弾性部材からなる引張り弾性部材１３２の一端が連
結具１８ａを介して連結されている。また、第２アーム１６の先端部（図示の下端部）に
は、弦材１３６の一端が連結具１８ｅを介して連結されている。そして、引張り弾性部材
１３２の他端は連結具１８ｃを介して弦材１３６の他端に連結されている。つまり、上ア
ーム１４の上端部と下アーム１６の下端部との間に張り渡される弦１３０は、弦材１３６
と所定長さの伸縮可能な弾性部材１３２とで構成されている。弦材１３６は、一端では第
２アーム１６の先端に直接連結されているが、他端では弾性部材１３２を介して第１アー
ム１４の先端に連結されている。この場合、弾性部材１３２は、本来の弓（本弓または実
物）の弦の張力を考慮するとともに、練習における引き分けの際の使用感覚（引き分け感
覚など）などを考慮して、適正な張力を付与した状態で連結されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　弓体と、前記弓体の上端部に一端を連結された第１引張り弾性部材と、前記弓体の下端
部に一端を連結された第２引張り弾性部材と、前記第１引張り弾性部材の他端と前記第２
引張り弾性部材の他端とに連結された弦材と、を備え、
　前記第１引張り弾性部材、前記弦材および前記第２引張り弾性部材からなる弦は、張力
を付与した状態で前記弓体の上端部と下端部との間に張り渡されており、
　一方の手で前記弓体の握り部を押し出すとともに他方の手で前記弦材を引くことにより
、前記第１引張り弾性部材および前記第２引張り弾性部材を伸長させて引き分けた状態に
することを特徴とする弓道練習用具。
【請求項２】
　弓体と、前記弓体の上端部に一端を連結された引張り弾性部材と、前記弓体の下端部と
前記引張り弾性部材の他端とに連結された弦材と、を備え、
　前記引張り弾性部材および前記弦材からなる弦は、張力を付与した状態で前記弓体の上
端部と下端部との間に張り渡されており、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　一方の手で前記弓体の握り部を押し出すとともに他方の手で前記弦材を引くことにより
、前記引張り弾性部材を伸長させて引き分けた状態にすることを特徴とする弓道練習用具
。
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